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論文要旨 
 
１．本研究の目的は、「日本の企業の技術者の能力を向上する方法として、従来の
企業内 OJT を補完する新たなモデルはどのようにあるべきか」という課題解決の
ために、仮説を導出してモデルを構築することである。  
 従来の先行研究では、研究者および開発者を総合的に技術者としてとらえ、 
アンケート調査なども研究者が対象の中心であることが多い。これに対して、 
①大学や研究所、世の中の先進技術、②製品体系や製品知識、製造・品質・売り
上げ規模・利益などの経営数値、③顧客のニーズ・動向など、「技術」「製品開発
と経営」「顧客」の３要素とすべて関係する「製品開発技術者」を中心に、技術
者の能力に関する仮説１、環境変化による能力低下要因に関する仮説２、そして
能力の向上方法に関する仮説３を導出し、能力向上モデルを構築する。 
 
２．技術者の能力に関する先行研究の理論や技術者を取り巻く環境変化の分析など
から導出した仮説３を、技術者の能力に関するアンケート調査や技術的リーダー
シップに関する先行研究、技術者の能力に関する独自のアンケート調査、また 
独自に４年半に渡って実施した「技術者のコミュニティ」による実証事例により、
３回修正して次の最終仮説３を導出している。 
「環境変化に伴い、製品開発技術者の時間的ゆとりが減っていることの対策として、
技術者は自ら技術力を向上させることに加え、自社だけでなく社外も含めた技術者
同士などで共同で思考することによって、専門知識を習得することができる。 
また、自社以外に他の技術も取り入れる傾向が強まっており、社内外にまたがる
共同思考、特にコンセプトを考えアウトプットする機会を増やすことで、製品コン
セプトを生み出す能力が向上する。その機会は、技術者のコミュニティでさまざま
な課題に自ら挑戦することによって得ることができる。」 
 
３． 本論文は、これまでの研究では、日本の企業の技術者その中でも研究者に焦
点を当てて、研究開発の組織や効率などについて扱うものが多かったのに対して、
製品開発現場の「製品開発技術者」の個人の能力に焦点を当てて、その能力と具
体的な活動を定義し、独自のアンケート調査により把握し、さらに独自の実証事
例により能力の向上プロセスを示した初めての論文である。 
 日本の企業の技術者、特に製品開発技術者が置かれた現状を捉えて、それに
対応する能力の向上方法を示し、一般的事例への適用可能性も検討することで 
 能力向上モデルとその対応仮説の導出を行っている。 
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４．本論文は、まず第２章において技術者の定義、能力に関する先行研究について
述べ、特に中心的に取り扱う製品開発技術者に必要な能力について定義し、技術
者の能力に関する仮説１、能力の向上に関する仮説２を導出している。 
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その後、第３章において、技術者の分類に
関する先行研究について述べ、それに基づ
き日本の技術者の能力伝承方法の特徴と、
製品開発における課題を挙げ、その結果で
仮説１を修正する。日本の技術者の能力の
伝承は、知識創造の理論における「内面化、
共同化、表出化」などを企業内の OJT 教育
で行うことで実現されており、ベテラン・ 
 中堅から若手へ技術を伝承する仕組みの基盤となっていることを述べている。 
さらに、第４章においては、日本経済のバブル崩壊後の「後退期」およびその
後の「回復期」に発生した、OJT 教育の途切れ・要員不足などの５つの歪みにつ
いて述べ、その影響により技術者が高
負荷で時間のゆとりがなくなり、能力
の向上もできず「点在化」しているこ
とを示している。これにより、能力の
向上が追いつかない要因に関する修
正仮説２と、その対応として能力の向
上方法に関する追加仮説３を導出し
ている。 
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  この仮説３を第５章、第６章、第７章において、検討・調査分析・実証し、 
仮説を修正する、という作業を３回繰り返していく。具体的には、第５章では、
技術者の能力に関するアンケート調査の先行研究、能力が向上した技術者の特長
である「技術的リーダーシップ」について述べ、第６章では、日本の代表的企業
の技術者にアンケートを行い、主に社内で能力向上を行っている一般的技術者と、
社内でも社外でも積極的に能力向上を行っている技術者との違いなどを分析し、
能力の向上に重要な主な要因を抽出、第７章では、技術者の能力を向上させるた
めのコミュニティを実際に立上げ、実証コミュニティを４年半に渡り運営し、 
参加した技術者の能力向上につき詳細に確認して、最終仮説３を導出している。 
  第８章で、結論と今後の課題について述べる。 
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５．第５章の「技術者の能力向上方法の検討」では、技術者の能力に関するアンケ
ート調査の先行研究を分析し、また能力が向上した技術者の特長である「技術的
リーダーシップ」について詳しく述べている。加藤（2006）によれば、次の２点
が特に技術成果の上位者の特徴であった。 
「技術」の成果の上位者ほど多様なエンジニアとの交流や活発な議論を評価している 
  「技術」の成果の上位者ほど、リーダーシップを重視している。 
  また、Farris （1988）は、効果を上げるテクニカルリーダのタイプと  
して、以下の要件を上げている。  
①  Technical expert,             ②Leader in the informal organization  
 ③Personal developer,            ④Climate creator 
 ⑤Responsive leader,             ⑥Organizational leader  
 ⑦Strategic leader  
 
６．第６章の「技術者へのアンケートに見る能力向上要因」では日本の代表的企業
の技術者にアンケートを行い、主に社内で能力向上を行っている一般的技術者と、
社内でも社外でも積極的に能力向上を行っている技術者との違いなどを分析し、
またアンケートの自由記述部分の分析も加えて、能力向上要件を抽出した。 
   要件① 「自ら勉強・交流、本質を見抜く技術力」 
   要件② 「現場で、共同で全てやり遂げる」 
   要件③ 「製品でお客様に磨かれ、挑戦」 
   要件④ 「考え、アウトプット機会を増やす」 
 
７．第７章の「技術者のコミュニティによる能力向上の実証事例」では、技術者の
能力を向上させるためのコミュニティを実際に立上げ、実証コミュニティを４年
半に渡り運営して、実証事例を示している。具体的には、技術者同士が社外で共
同思考するためのコミュニティを立ち上げて運営し、参加した技術者が「技術的
リーダーシップ」などで表される能力を、どのように向上させたか、また技術者
同士でどのような共同思考が行われてどんな技術的発展があったか、詳細に確認
し、場のマネージメントの理論をもとに、知識創造のダイナミクスと第６章で抽
出した能力向上要件①～④をベースに、能力向上モデルを構築している。 
さらに、これらの議論を踏まえて、最終仮説３を導出している。 
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